
各部会の審議状況について 

（第１２回予防接種・ワクチン分科会以降） 

 

１.予防接種基本方針部会 

    ・ 第20回 平成29年12月８日開催 

     

２.ワクチン評価に関する小委員会 

    ・ 第７回 平成29年11月16日開催 

 

３．副反応検討部会 

・ 第31回 平成29年11月29日開催 

    ・ 第32回 平成29年12月22日開催 

資料１ 
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１．予防接種基本方針部会開催状況 

 

【第 20 回 平成 29 年 12 月８日開催】 

（１）「予防接種に関する基本的な計画」におけるＰＤＣＡサイクル にかかる 

ヒアリング 
○ 自治体における予防接種に関する取り組み状況等について、５市区から報告された。 

・秋田市保健所健康管理課       武藤智真貴参考人 

・つくば市健康増進課         小野村順子参考人 
・足立区足立保健所保健予防課     福田直人参考人 
・名古屋市健康福祉局健康部保健医療課 西口淳参考人 
・神戸市保健福祉局保健所予防衛生課  谷杏奈参考人 

  
（２）風しんに関する特定感染症予防指針の改正について 

○ 風しんに関する特定感染症予防指針の改正案について了承された。また、平成 30 
年度中を目途に、現状の風しん対策を総覧し、再度指針の改正を行うことについて了

承された。 
 ＜指針改正案の主なポイント＞ 

三 風しん及び先天性風しん症候群の届出 
・風しんを診断した医師の届出について、「診断後直ちに」に変更 
（※）現行は「診断後７日以内」 
（※）先天性風しん症候群の届出については現行通り「診断後７日以内」 

五 風しん及び先天性風しん症候群の発生時の迅速な対応 
・感染経路の把握等の調査を「風しんの患者が一例でも発生した場合」に変更 
（※）現行は「地域で風しんの流行がない状態において、風しん患者が同一施設

で集団発生した場合等」 
六 ウイルス遺伝子検査等の実施 
・都道府県は、医師から検体が提出された場合には、地方衛生研究所において、

「原則として全例にウイルス検査を実施」に変更 
（※）現行は「可能な限り」 

 
（３）定期接種化を検討しているワクチンの審議内容について 
 ○ ワクチン評価に関する小委員会において審議されている以下のワクチンについて、

それぞれ審議内容が報告された。（参考資料１参照） 
 

（４）長期療養特例の実施状況について 
 ○ 平成 28 年 4 月から平成 29 年 3 月末までに厚生労働省へ報告があった長期療養特

例の実施状況について報告された。（参考資料２参照） 
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２．ワクチン評価に関する小委員会開催状況 

 

【第７回 平成 29 年 11 月 16 日開催】 

（１）帯状疱疹ワクチンについて 
  
○ 平成 29 年度厚生労働科学特別研究事業において、「診療情報データベー

スを用いた帯状疱疹の疫学等に関わる研究」を池田委員に開始していただ

いた。帯状疱疹の疾病負荷および医療経済的評価について検討いただいて

いることについて、池田委員より報告された。 

○ 研究の結果も踏まえ、論点とデータを整理し、再度議論可能となった段

階で、改めてワクチン評価に関する小委員会で、定期接種で使用すること

の是非について検討を行っていくこととなった。 

 
（２）百日せきジフテリア破傷風混合ワクチンについて 

 

○ 百日咳ワクチンの必要性について、就学前、DT２期が行われている時期、

それぞれの時期への導入について、議論された。 

○ 就学前については、新規ワクチンの導入の必要性について、DT２期が行

われている時期については、既存の DT から DPT へ置き換えることによるリ

スク・ベネフィットについて、議論された。 

○ 百日咳について、本年１月より検査診断、全数把握による届出が開始さ

れたことから、その結果も踏まえつつ、論点とデータを整理し、引き続き

ワクチン評価に関する小委員会で、定期接種で使用することの是非につい

て検討を行っていくこととなった。 

 

（３）肺炎球菌ワクチンについて 

 

○ 第 19 回 基本方針部会において、23 価肺炎球菌ワクチンに関するファク

トシートを国立感染症研究所で作成いただくことが了承され、本ファクトシ

ートをもとにワクチン評価に関する小委員会において検討を行うことが報

告された。 

 

（４）ヴァクセムヒブについて 

 

 〇 2017 年５月に武田薬品工業よりヴァクセムヒブが発売中止となったこと

を受け、定期接種化の議論を終了することが報告された。 
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３．副反応検討部会開催状況 
 
【第 31 回 平成 29 年 11 月 29 日開催】 

 

（１）麻しん、風しん、おたふくかぜ、水痘、Ａ型肝炎、23 価肺炎球菌、ＨＰＶワクチン

の安全性について 

○ 麻しん、風しん、おたふくかぜ、水痘、A型肝炎、23 価肺炎球菌、ＨＰＶワクチン

の各ワクチンについて、副反応疑いとして報告された全ての症例の概要並びに後遺症

症例、アナフィラキシー症例及び死亡症例のより詳細な経過等の資料を基に審議され、

ＨＰＶワクチンの安全性ついては、新たなシグナルの検出はなく、従前通りの評価と

され、その他のワクチンについては、これまでの報告において安全性に重大な懸念は

認められないと評価された。 

 

（２）ＨＰＶワクチンについて 
○ 国内外におけるリスク（安全性）とベネフィット（有効性）に関する情報を整理。 

ＨＰＶワクチン接種後に生じた症状について議論が行われ、①平成 26 年１月の合

同会議における検討以降、ＨＰＶワクチン接種後に生じた症状とＨＰＶワクチンとの

因果関係を示唆する新しい質の高いエビデンスは報告されていない、②臨床現場では

医師の専門性の違い、主たる症状の違い等により、同一と思われる状態でも、様々な

傷病名で診療が行われている実態があるものの、それらは、当部会で整理している「機

能性身体症状」と同一のものであると考えられる、と整理された。 

また、ワクチンの安全性及び有効性に関する最新の知見を情報提供していくととも

に、「機能性身体症状」については、医療関係者のなかでも「機能性身体症状」とい

う病態に十分な理解があるといえる状態ではなく、医療従事者を始め、医学的知識の

ない方でもわかるように、機能性身体症状についての理解を深めていくことが必要で

ある、とされた。 

 

（３）ＨＰＶワクチンに係る診療体制における協力医療機関等を受診している方を対象と

した調査研究（症例フォローアップ調査）について 
○ 厚生労働科学研究事業研究班の研究代表者である大阪大学大学院医学系研究科 

祖父江友孝教授から症例フォローアップ調査の進捗状況について報告された。 
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【第 32 回 平成 29 年 12 月 22 日開催】 

 
（１）ＨＰＶワクチンについて 

○ ＨＰＶワクチンに係るこれまでの審議会での議論の整理が行われるとともに、国民

への情報提供のためのリーフレットの見直し案について議論が行われた。情報提供の

内容や方法については、以下の様な審議がなされた。 

  ・ ＨＰＶワクチンの安全性及び有効性に関する国民への情報提供については、現在、

①保護者向けリーフレット、②被接種者向けリーフレット、③医療従事者向けリー

フレットが厚生労働省のホームページに公表されており、各市町村からも同様に情

報提供がなされている。本年 11 月の審議会において、「ワクチンの安全性及び有効

性に関する最新の知見を情報提供していくとともに、『機能性身体症状』について

は、医療関係者のなかでも『機能性身体症状』という病態に十分な理解があるとい

える状態ではなく、医療従事者を始め、医学的知識のない方でもわかるように、機

能性身体症状についての理解を深めていくことが必要である」とされたことから、

国民への情報提供について、安全性・有効性に関する内容を充実した上で、更なる

情報提供をすすめることとする。 

・ 国民への情報提供については、科学コミュニケーション若しくは、ベネフィット

リスクコミュニケーションが成立したと判断できる状態になることが重要である。 

・ 情報提供しただけで伝わったということではなく、科学コミュニケーションが成

立したか否かということが大事であり、理解されたかどうか評価することも必要で

ある。 

 


